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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
弁ケーシングで入口と弁口と出口が形成されており、弁口に対向して主弁が配置されてお
り、主弁がピストンと協働して弁口を開閉せしめるようにされているものであって、弁口
とピストンの間の出口側空間と出口とを隔てる隔壁筒が設けられており、隔壁筒に総開口
面積が弁口面積と同等となる連通孔が等間隔に複数個形成されているものにおいて、入口
と出口との軸線方向に対して直角方向の両側のみに連通孔が形成されていることを特徴と
する減圧弁。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、蒸気や圧縮空気や液体等の流体配管系に取り付けて、弁の出口側すなわち弁の
二次側の流体圧力を一定の設定圧力に保つ減圧弁に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来の減圧弁は、例えば特許文献１に開示されている。これは、弁ケーシングで入口と弁
口と出口を形成し、弁口に対向して主弁を配置し、主弁がピストンと協働して弁口を開閉
せしめるようにしたものであって、弁口とピストンの間の出口側空間と出口とを隔てる隔
壁筒を設け、隔壁筒に総開口面積が弁口面積と同等となる連通孔を等間隔に複数個形成し
たものである。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開昭６２－１００５１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
上記従来の減圧弁は、弁口とピストンの間の出口側空間と出口とを隔てる隔壁筒を設け、
隔壁筒に総開口面積が弁口面積と同等となる連通孔を等間隔に複数個形成することにより
、ピストンの傾斜を防止するものであるが、出口に対面する連通孔から流体が優先的に流
出するためにピストンの傾斜を完全に防止することができず、改善の余地を残すものであ
った。
【０００５】
したがって本発明が解決しようとする課題は、ピストンが傾斜することを防止できる減圧
弁を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
上記の課題を解決するために、本発明の減圧弁は、弁ケーシングで入口と弁口と出口を形
成し、弁口に対向して主弁を配置し、主弁がピストンと協働して弁口を開閉せしめるよう
にしたものであって、弁口とピストンの間の出口側空間と出口とを隔てる隔壁筒を設け、
隔壁筒に総開口面積が弁口面積と同等となる連通孔を等間隔に複数個形成したものにおい
て、出口と直角方向の両側のみに連通孔を形成したことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００７】
本発明によれば、隔壁筒に形成する複数個の連通孔を出口と直角方向の両側のみに形成し
たことにより、弁口から出口に向かう高圧流体が隔壁筒内でピストンに均等に作用しなが
ら連通孔から出口に排出され、ピストンが傾斜することを防止できるという効果を奏する
。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態に係わる減圧弁の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
以下、本発明の実施の形態について、図１を参照して説明する。弁ケーシング１に入口２
と出口３を形成し、弁ケーシング１にねじ結合した弁座部材４に弁口５を形成する。弁口
５を開閉する主弁６をコイルバネ１７で閉弁方向に付勢して配置する。主弁６の下部弁軸
６ａを弁ケーシング１の底壁１ａの案内孔１ｂにより軸方向に案内する。主弁６の上面に
ピストン７の下部弁軸７ａの下面が当接する。ピストン７は下部弁軸７ａの中心軸上の上
端に下方に突出した半球部７ｂを有する。ピストン７の上部のピストン室９を連通路１３
を介してパイロット弁室１４と接続する。パイロット弁室１４は入口圧連通路３２を介し
て入口２と接続する。弁口５とピストン７の間の出口側空間８と出口３とを隔てる隔壁筒
１０を設け、隔壁筒１０に総開口面積が弁口面積と同等となる連通孔１１を出口３と直角
方向の両側に紙面では手前側と向こう側に形成する。
【００１０】
入口圧連通路３２と連通路１３の間のパイロット弁室１４に入口圧連通路３２と連通路１
３とを連通遮断するパイロット弁１２を配置する。パイロット弁１２の上端は受圧応動部
としてのダイヤフラム２１の下面中央部に当接する。ダイヤフラム２１の上下動に応じて
パイロット弁１２を開閉して入口圧連通路３２と連通路１３とを連通遮断する。ダイヤフ
ラム２１の一面にはダイヤフラム押え２２を介して圧力設定バネ２３の弾性力が作用して
いる。圧力設定バネ２３の上端には鋼球２５を介して圧力調節ねじ２４を取り付ける。ダ
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イヤフラム２１の他面の下面室３０には弁口５の二次側から連通する二次圧検出通路３１
からの二次側圧力が作用している。
【００１１】
上記の減圧弁の動作は次の通りである。出口３側の圧力が圧力設定バネ２３で設定した設
定圧力よりも低下すると、圧力設定バネ２３のバネ力によりダイヤフラム２１を介してパ
イロット弁１２が開弁され、入口２側の高圧流体が連通路３２，１３を通ってピストン７
の上面に作用してピストン７が下方へ変位する。ピストン７の変位により主弁６が弁座部
材４から離座し弁口５を開口して出口３側に入口２側の高圧流体を補給することにより、
出口３側の圧力が設定圧力まで上昇する。弁口５から出口３に向かう高圧流体が隔壁筒１
０内でピストン７に均等に作用しながら連通孔１１から出口３に排出されるので、ピスト
ン７が傾斜することを防止できる。設定圧力に達するとダイヤフラム２１を上方へ押し上
げる荷重と、圧力設定バネ２３による押し下げ荷重がバランスしてパイロット弁１２が閉
弁し、ピストン室９の高圧流体がオリフィス２７から出口３側に抜けてピストン７が上方
へ変位する。ピストン７の変位により主弁６が弁座部材４に着座して弁口５を閉止する。
【産業上の利用可能性】
【００１２】
本発明は、流体配管系に取り付けて、弁の出口側すなわち弁の二次側の流体圧力を一定の
設定圧力に保つ減圧弁に利用することができる。
【符号の説明】
【００１３】
１　弁ケーシング
２　入口
３　出口
４　弁座部材
５　弁口
６　主弁
７　ピストン
８　出口側空間
１０　隔壁筒
１１　連通孔
１２　パイロット弁
２１　ダイヤフラム
２３　圧力設定バネ
２４　圧力調節ねじ
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